
再生可能エネルギー特措法の概要  

  

電力会社 

費用負担調整機関 
（賦課金の回収・分配を行う機関） 

国が定める期間、 
固定価格で電気を買取り 

再生可能エネルギー 
による電気を売電 

買取価格・買取期間を設定 

賦課金のkWh当たりの 
単価の決定 

電気を供給 

電気料金と合わせて 

賦課金（サーチャー
ジ）を回収 

回収した 
賦課金を納付 

買取費用 
の交付 

設備を認定 

調達価格等算定委員会 
（委員（5名）は国会同意人事） 

自宅で発電される方 

国 

 

再生可能エネルギー
による発電を事業とし
て実施する者 

電気利用者 

special
edition 特集

　わが国の森林は住宅資材などの木材を生み出しているほか、古くから薪炭
としても利用され、かつては重要なエネルギー源となっていました。
　近年、森林資源は発電や熱利用のために使われる「木質バイオマス」とし
て注目を集めています。森林資源を木質バイオマスとして活用することによ
り、山村地域に経済的な利益や新たな雇用を生み出し、地域活性化へとつな
がることが期待されています。

木質バイオマスと
固定価格買取制度について

※経済産業省ホームページより引用
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木質バイオマスと固定価格買取制度についてspecial
edition 特集

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
と
は

　

今
年
7
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
は
、
太
陽
光
・
風
力
・

小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
化
石
燃
料（
石
油

や
石
炭
な
ど
）で
も
原
子
力
で
も
な
い
再
生
可
能

■木質バイオマス利用のポテンシャル

未利用間伐材等

95%

ほとんど未利用

5%

（約2,000万m3）

製材工場等残材

（約850万m3）

90%
建設発生木材

（約1,000万m3）

利用 未利用

資料：農林水産省「バイオマス活用基本計画」（H22）を元に作成

10%

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
発
生
形
態
に
よ
っ
て
、

主
に「
未
利
用
間
伐
材
等
」、「
製
材
工
場
等
残

材
」、「
建
設
発
生
木
材
」の
3
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

製
材
工
場
等
残
材
は
、
工
場
内
の
燃
料
や

製
紙
等
の
原
料
と
し
て
大
部
分
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
発
生
木
材
は
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
っ
て
利
用
が
進
み
、
最

近
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
の
燃
料
と

し
て
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
毎
年
約
2
0
0
0
万
㎥

発
生
し
て
い
る
未
利
用
間
伐
材
等
は
、
資
源

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち
な
が
ら
、

収
集
や
運
搬
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
そ

の
多
く
が
搬
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
森
林
内
に

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
必
要
性

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
う
ち
、
製
材
工
場
等

残
材
と
建
設
発
生
木
材
の
発
生
量
が
今
後
大

幅
に
増
加
す
る
見
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
未
利
用
間

伐
材
等
の
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
必
要
性

　再生可能エネルギーの固定価格買取制度における木質バイオマス関係の買取価格（案）では、
未利用間伐材等が33・６円（税込）、一般バイオマスが25・２円（同）、建築リサイクル材が13・
65円（同）となっています。

バイオマス関係の価格

電源 バイオマス

バイオマスの
種類

ガス化
（下水汚泥）

ガス化
（家畜糞尿）

固形燃料燃焼
(未利用木材)

固形燃料燃焼
（一般木材）

固形燃料燃焼
(一般廃棄物)

固形燃料燃焼
（下水汚泥）

固形燃料燃焼
（リサイクル木材）

費
用

建設費 392万円/kW 41万円/kW 41万円/kW 31万円/kW 35万円/kW

運転維持費
（1年当たり） 184千円/kW 27千円/kW 27千円/kW 22千円/kW 27千円/kW

IRR 税前1% 税前8% 税前4% 税前4% 税前4%

調
達
価
格

1
k
W
h
当
た
り

調達
区分

メタン発酵ガス化
バイオマス 未利用木材 一般木材

（含パーム椰子殻）
廃棄物系（木質以外）
バイオマス

リサイクル
木材

税込 40.95円 33.60円 25.20円 17.85円 13.65円

税抜 39円 32円 24円 17円 13円

調達期間 ２０年

調達区分・調達価格・調達期間についての調達価格等算定委員会案
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木質バイオマス発電

　送電出力5000キロワットの木質バ
イオマス発電を例にとると、一般住宅
約１万２千世帯分の年間電力量を賄え
る発電能力（標準家庭の電気使用量約
290kwh、約7,000円/月）があり、間伐
材等の収集・運搬・加工・発電所など
で、地域に約50人程度の雇用が新たに
発生すると計算されています。
　また、使用する木質バイオマス燃料
は、年間約６万トン、約10万m3程度
で、発電収入は燃料全てを間伐材等の
未利用材とすると約12～13億円程度、
燃料代は約７～９億円程度になります。 
　この燃料代は石炭・石油などの化石
燃料とは異なり、地域に還元されます。

　

第
一
の
特
徴
は
、
安
定
電
源
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
は
太
陽
光
や
風
力
が
日
照
や
風
の
あ
る

な
し
に
よ
っ
て
発
電
が
左
右
さ
れ
る
の
と
違

い
、
石
油
石
炭
火
力
発
電
所
と
同
じ
よ
う
に
、

燃
料
を
確
保
す
れ
ば
故
障
時
や
点
検
時
を
除

い
て
連
続
し
て
発
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
発
電
を
中
止
す
る
に
は
燃
料
を
入
れ

る
の
を
止
め
る
だ
け
で
よ
く
、
原
子
力
発
電

所
の
よ
う
に
停
止
す
る
の
も
大
変
な
施
設
で

は
な
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
石
油
・
石
炭
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
は
違
っ
て
、
CO2
を
増
加
さ
せ
な
い
た

め
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も
有
効
な
こ

と
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と

で
排
出
さ
れ
る
CO2
は
、
も
と
も
と
大
気
中
か

ら
樹
木
が
吸
収
し
て
い
た
炭
素
が
大
気
中
に

戻
る
だ
け
な
の
で
、
大
気
中
の
CO2
濃
度
に
影

響
を
与
え
ま
せ
ん（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
）。

　

第
三
の
特
徴
は
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
。
発
電
所
の
燃
料
と
し
て
石
油
を
使
う
場

合
、
燃
料
代
は
産
油
国
に
支
払
わ
れ
、
産
油

国
に
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
燃
料
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

使
う
場
合
、
燃
料
代
は
山
村
地
域
に
支
払
わ

れ
、
山
村
地
域
に
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
風
力
発
電
や
太
陽
光

発
電
は
一
旦
施
設
を
設
置
し
た
後
は
、
燃
料

供
給
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
常
に
地
域
の
森
林

資
源
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
供
給
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
山
村
地
域
に
と
っ
て
は

発
電
所
用
燃
料
と
い
う
新
た
な
需
要
が
生
ま

れ
ま
す
。

●水力発電
　中小規模の
河川や農業用
水など、わず
かな落差を利
用して発電す
るものを中小
水力発電とい
い、河川や用
水路をそのま
ま利用できます。

主な再生可能エネルギーによる発電

●風力発電
　風の力で風車をまわ
し、その回転運動で発
電します。小型風力、
洋上風力などの新技術
も登場しており、風さえ
あれば稼働し続けます。

 ●バイオマス発電
　林地残材

（ 木 質 バイ
オマス ）や
農作物残さ
や家畜の排
せつ物、食品廃棄物などの生物
資源（バイオマス）を燃焼させて
発電します。資源の有効利用や
廃棄物の削減につながるととも
に、燃焼によって大気中のCO2

を追加的に増やさない「カーボ
ンニュートラル」の性質がありま
す。

●太陽光発電
　 太陽 光エネル
ギーを太陽電池で
直接電気に変え、
使用します。住宅
用太陽光発電シス
テムのほか、産業用や公共施設などで導入
が進んでいます。

●地熱発電
　 地 熱 発 電
は、地中に蓄
えられた地熱
エネルギーを
蒸気や熱水な
どの形で取り出して発電する方式。CO2を排
出せず、天候に左右されずに発電すること
ができます。

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た
電
気
を
固

定
価
格
で
買
取
る
制
度
で
す
。

　

電
力
会
社
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発

電
者
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
場
合
、
法
律
に
よ
っ
て

一
定
価
格
で
一
定
期
間
、
発
電
し
た
電
気
の
買
取

り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
常
よ

り
負
担
が
多
く
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
賦
課
金

（
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
）と
し
て
電
気
利
用
者
か
ら
電
気

料
金
と
合
わ
せ
て
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
特
徴

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
発
電
を
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
い
い
、
他
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
、
次
の
三
つ
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
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木質バイオマス発電

木質バイオマスと固定価格買取制度についてspecial
edition 特集

山林未利用材を燃料とした

バイオマス発電システム

●会社名 株式会社グリーン発電会津
●送電出力 約5,000KW
●運転日数 340日
●稼働時間 24時間
●ボイラー 循環流動層
●その他 乾燥設備、燃料搬送設備、蒸気タービン、発電機他一式
●使用燃料 主として会津管内の山林未利用材（木質チップ）
 6万トン/年（含水率40%）

設備概要

原
料
調
達
等
の
課
題

　

未
利
用
間
伐
材
等
の
林
地
残
材
を
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
と
し
て
利
用
す
る
場
合
、
伐
採
・

集
材
・
運
搬
な
ど
、
燃
料
の
調
達
に
関
す
る

コ
ス
ト
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
現
時

点
で
は
、
未
利
用
間
伐
材
等
は
搬
出
・
利
用

に
相
当
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
一
方
で
、
取
引

価
格
も
低
い
こ
と
か
ら
、
利
用
は
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
ら
林
地
残
材
等
の
安
定
し
た
燃

料
の
供
給
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
拡
大
に
む
け
て

　

今
回
の
固
定
価
格
買
収
制
度
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
設
備
を
用
い
て
電

気
を
供
給
す
る
場
合
に
通
常
必
要
と
な
る
発

電
コ
ス
ト（
燃
料
調
達
コ
ス
ト
含
む
）、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
者
が
受
け
る

べ
き
利
潤
等
を
勘
案
し
て
、
買
収
価
格
が
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
コ
ス
ト
が
見
合
わ
ず
に
、
今

ま
で
利
用
が
進
ま
な
か
っ
た
未
利
用
間
伐
材

等
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
固
定
価
格
買
収
制

度
の
施
行
に
伴
っ
て
、
今
後
整
備
が
見
込
ま

れ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
の
利
用
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

会津モデル
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